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WiFiデバイスの可視化＆接続管理アプリ 

『PLANEX 見えルンです！』に新機能追加 

業界初の無線LAN中継機管理機能を搭載 
 

プラネックスコミュニケーションズ株式会社（代表取締役社長：中林 千晴、本社：東京都渋谷区）は、

弊社製対応無線LANルーター用として、スマホからWiFiデバイスを可視化し、また接続管理可能な

アプリケーション『PLANEX 見えルンです！』に、業界初の中継機対応を含む新機能を多数追加し

た新バージョンを11月下旬より提供開始いたしました。Android用は先行して11月下旬よりPlay

ストアから提供を開始しており、iPhone/iPad用は12月上旬に提供を開始する予定です。 

 

◇PLANEX 見えルンです！ 

新バージョン配信開始日：Android版11月下旬、iPhone/iPad版12月上旬 

価格：無料 

対応無線LAN親機：MZK-750DHP2、MZK-MF300HP2、MZK-1200DHP、MZK-MF300N3、 

MZK-750DHP、MZK-MF300HP 

対応無線LAN中継機：MZK-EX300NP、MZK-1200DHP(SC) 

※今後弊社から発売される無線LAN親機、無線LAN中継機も順次『PLANEX 見えルンです！』に対応いたします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

□□『PLANEX 見えルンです！』アプリの概要□□ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『PLANEX 見えルンです！』は、弊社製対応無線LAN親機や対応無線LAN中継機に接続されている

PC・スマートフォン・ゲーム機・AV機器などのWiFiデバイスを管理するためのアプリケーション

です。主な機能としては、WiFiデバイスの“可視化”、“アクセス管理”、“タイマー機能”の3つが

搭載されています。 

 

■機能①「見える！」WiFiデバイスの“可視化” 

 不正アクセス事件が多発している

昨今、ご自宅の無線LAN親機に見知ら

ぬWiFiデバイスが接続されているか

もしれないと不安に感じる方も多い

でしょう。『PLANEX 見えルンです！』

は、無線LAN親機に接続されているす

べてのWiFiデバイスが、わかりやす

いアイコンとともに一覧表示可能。

万が一不正アクセスしているデバイ

スがあったとしても、すぐに発見す

ることが可能です。 

 

 

 

 

 

WiFi 接続されているデバイスを表示します 
表示名とアイコンも個別に設定できます 



 

 

 

  

 

 

 新『PLANEX 見えルンです！』は無線LAN中継機の

対応について、特に注力しました。現在非常に人気

の無線LAN中継機ですが、適切な場所への設置がわ

かりにくい、ネットワーク管理が煩雑になる一面が

あります。新『PLANEX 見えルンです！』は、無線

LAN親機と中継機のどちらに無線LANデバイスが接

続されているのか、それぞれのWiFiデバイスの電波

強度が十分なのか一目で確認できます。ご自宅の部

屋ごとに、無線LAN親機に直接つなぐべきか、中継

機を経由するべきか判断するのに役立つ機能です。 

 

 

■機能②「管理できる！」WiFiデバイスの“アクセス管理” 

 見知らぬWiFiデバイスが見つか

ったとしても、iPhoneはフリック、

Androidは長押し操作から素早く

アクセスを禁止可能です。WiFiデ

バイスは“接続状況”、“禁止状況”

それぞれの画面から再設定可能な

ので、知人に一時的に無線LAN親機

への接続を提供する、お子様に一

定期間ゲーム機やタブレットの通

信を禁止するなどといった応用的

な使い方も可能です。 

 

【NEW】中継機に対応 

 弊社製無線 LAN 中継機に

対応しました。無線 LAN 親機

に直接つながっている無線

LAN 機器と、中継機につなが

っている機器は、水色のバー

で区切られ区別されます。 

【NEW】電波強度を表示 

 無線 LAN 親機と無線

LAN 子機との間の電波強

度が表示されるようにな

りました。十分な通信速度

を得られる電波強度かを

一覧で確認できます。 

【NEW】製品名を表示す

る機器を追加 

 スマカメ（CS-QR10）、

忠継大王（MZK-EX300NP）

など、製品名が表示される

機器を追加しました。 



 

 

■機能③「制御できる！」WiFiデバイスの“タイマー機能” 

 『PLANEX 見えルンです！』リリース以来、お子様のいるご家庭でご好評いただいている機能が

“タイマー機能”。この機能を利用すると、お子様のゲーム機、タブレットのみ、たとえば午後4

時から午後5時以外はネット接続が利用できないという設定が可能になります。便利で楽しいデジ

タル情報機器を、節度をもってお子様にご利用させたいご家庭では必須の機能です。 

 

 

■その他新機能 

【NEW】弊社対応製品の設定画面を表示可能 
 スマカメや忠継大王など、弊社対応製品の設定画面を、

『PLANEX 見えルンです！』から開く機能を搭載しました。

設定画面を開けるようにすることで、素早いサポートに役

立てるために搭載した機能です。 
 
 
 
 
 
 

 

 弊社は製品を発売したあとも、新ファームウェアや『PLANEX 見えルンです！』のようなユーティリティ

ーをリリースすることで、お客様に末永く弊社製品をご愛用いただけるように努めてまいります。 
 
※製品仕様は予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。最新情報は弊社ホームページ（planex.co.jp）をご参照くだ

さい。 

 

製品公式サイト http://www.planex.co.jp/app/wifiwatcher/ 

メディアご担当者様お問い合わせ先 http://www.planex.co.jp/user/writer.shtml 
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